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Jewish Calendar

https://www.chabad.org/calendar/view/month.htm

ユダヤ年
世界創造からの年代

ユダヤ暦月名前

日曜始
まり ユダヤ暦月＆日

祝祭（過越しの祭り）

安
息
日
入
り
（
灯
火
）

安
息
日
明
け

ﾗｸﾞ･ﾊﾞｵﾒﾙへのカウント

聖
書
朗
読
個
所



ユダヤ暦（ヘブライ暦）
：太陰暦＋太陽暦
ユダヤ暦名 バビロニア暦

• Nisanu (the first month)

• Aiaru (Procession month)

• Simanu (Time of brickmaking)

• Duzu (Month of Tammuz)

• Abu (Moth of torches)

• Ululu (Month of purification)

• Tashritu (Month of beginnings)

• Arahsamnu (Eighth month)

• Kislimu

• Tebetu (Month of violent rains)

• Shabatu (Month of rain)

• Addaru (Month of threshing)
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固有の時を生
きている？？
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ユダヤの固有のリズム

1日 日没 －－ 日の出
創世記1章5節：光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第一の

日である。 →日没が一日の始まり

1週間 安息日（静） －－ 平日 （動）

創世記2章2－3節ー第七の日に、神は御自分の仕事を完成され、第七の日に、神
は御自分の仕事を離れ、安息なさった。 3この日に神はすべての創造の仕事を離

れ、安息なさったので、第七の日を神は祝福し、聖別された。

1年 秋 （新年） －－ 春 （ペサハ 過ぎ越しの祭り）
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ニサン ティシ
ュレイ

アヴシヴァ
ン

イヤ
ル

タムズ

アダル

シュヴ
ット テヴェ

ト

エル
ール

ヘシュ
ヴァン

キスレ
ヴ

14過越しの
祭り
ペサハ

27ホロコー
スト記念日

4戦没者記念日
5独立記念日

6シャブオート 9テシャベ・アヴ

1新年

ヤミーム・ノライー
ム
10大贖罪日スッコ
ート

シムハットトーラ
ー

25ハヌカー
9トゥヴィシュ
バット

14プリム

安
息
日 秋

春

冬

夏



ユダヤの時間感覚
TH. ボーマン（植田訳）
『ヘブライ人とギリシア人の思惟』新教出版社1957年

ヨーロッパ人：時間を前後に見わ

たす一直線として表象。前方に

未来、後方に過去（199頁）

インドゲルマン語：未来は我々の

前にあるものとして思惟。(208

頁）

ギリシア人：太陽、星々の位置

ヘブライ語：未来の出来事はいつ

も我々の後にくるものとして思惟

される。 完了形／未完了形

• 月の変化や運動によって規定さ

れる。

• 光が決定的な基準を与えるもの

• 光と闇の分離 (210頁）
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ユダヤ教の祝祭 春～夏

3-4月 ニサン１４ ペサハ（過越
祭）

大掃除、セデ
ル、ハガダー
朗読

春の収穫祭、
出エジプト、
10番目の災
い

申16：１－７

出12章、同
23:14、

レビ23:5-6、
民28:16-25

４－５月 ニサン27

イヤル４

イヤル５

ホロコースト
記念日

戦没者記念

独立記念

４－５月 イヤル18 ラグ・バ・オメ
ル

焚き火 バル・コホバ
の乱記念

シモン・バル・
ヨハイの命日

典拠なし

５－６月 シヴァン６ シャブオート
（ペンテコス
テ、5旬祭）

乳製品を食
べる

草花で装飾

春･初夏の穀
物収穫の祭り

トーラー授与

申16:9-12

出23:16

レビ23:15-21

民28:26-30

７－８月 アヴ９ ティシャ・ベ・
アヴ

断食、哀歌朗
読

神殿崩壊
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ユダヤ教の祝祭 秋～冬
太陽暦 ヘブライ暦 祝祭名 儀式 意味づけ 聖書の典拠

9－10月 ティシュレイ
１

ローシュ・ハ・シャナ
（新年祭）

角笛、ﾀｼｭﾘｰﾄ

蜂蜜＋りんご、

新年 レビ23:24-5

民29:1-6

ﾔﾐｰﾑ･ﾉﾗｲｰﾑ 悔い改め

9-10月 同 １０ ヨム・ハ・キップール 神殿儀礼、カパロート、
断食、礼拝、

大贖罪日 レビ16章、同
23:27-32

民29:7-11

9-10月 同 １５ スッコート（仮庵祭）
8日間

シムハット・トーラ

スッカの建設

ｺﾍﾚﾄ朗読

トーラーを抱えて歓喜

秋の収穫祭、
出エジプト
の放浪

申16:13-15

出23:16

レビ23:39-43

民29:12-38

12月 キスレヴ25 ハヌカー（神殿再奉
献）

ハヌキヤに点灯 ハスモン家
による神殿
奪回

第１，２マカバイ
記

1-2月 シュバット15 トゥ・ヴィ・シュバット 植樹 木々の新年 典拠なし

2-3月 アダル14 プリム エステル記朗読、仮装 ペルシア時
代のユダヤ
人救済

エステル記
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ユダヤ教：時間の宗教

• 多民族の神々は場所や物と結ばれていたが、イスラエルの神は出来事の神で
あった。物や場所よりはむしろ歴史の出来事の内に御自身を啓示する隷属から
の解放者、トーラーの啓示者。これがイスラエルの神であった。・・・・・。

• ユダヤ教は時間の聖化をめざす時間の宗教である。空間的精神の人にとって時
間は不変でくり返される同質的なものであり、すべての時は同類で、質を欠き、
空ろな殻であるが、聖書は時間の多様な性格を感じ取っている。あらゆる時は、
唯一無二であり、その習慣に与えられた一回の時、かけがえのない、限りなく
貴重な時である。・・・

• ユダヤ教の祭礼は、・・・時間の建築術として性格づけることができよう。

• A.ヘッシェル（森泉訳）『シャバット―安息日の現代的意味』教文館、2002年、pp.15-16.
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課題

①本講義に添付した資料のユダヤ暦をみて、気づいた点、疑問
点を挙げなさい。（日本の暦との違い、分からないこと等々）。

（400字程度）

②ボーマン、ヘッシェルの著作（PDF)を読んで、内容と感想を的
まとめなさい。

（800字程度）

以上を一つの文書とし、e-class で提出しなさい。
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